
世のため 後のため

塙
保
己
一
先
生
の

生
涯
と
群
書
類
従



2

か
ぞ
え
ど
し

誕
生

一
歳
（
数
え
年
）

え
ん
き
ょ
う

ひ
の
え
と
ら

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
丙
寅

父

荻
野

宇
兵
衛
（
農
業
）

母

加
美
郡

藤
木
戸
村
（
現
上
里
町
）

齋
藤

理
左
衛
門
の
女
（
娘
）

江
戸
時
代
、
女
性
の
名
前
は
「
誰
々
の

女
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

は
な
わ

ほ
き
い
ち

む
さ
し
の
く
に

塙

保
己
一

先
生
は
、

武
蔵
国

こ
だ
ま
の
こ
う
り

ほ
き
の
む
ら

児
玉
郡

保
木
野
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

と
ら
ど
し

と
ら
の
す
け

寅
年
に
生
ま
れ
た
の
で
、
寅
之
助
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

誕
生



3

江
戸
時
代
の
武
蔵
国
は

現
在
の
埼
玉
県
・
東
京
都
・

神
奈
川
県
の
一
部
で
す

小
平
市
立
図
書
館
子
供
郷
土
資
料
よ
り



【参
考
】
位
置
図

本庄市

保木野地区

埼玉県



保
木
野
村
と
は

江
戸
時
代
に
は
民
戸
五
十
余
と
記
述

明
治
二
二
年
四
月

合
併
し
て
金
屋
村
と
な
る

昭
和
三
〇
年
三
月

合
併
し
て
児
玉
町
と
な
る

平
成
一
八
年
一
月

合
併
し
て
本
庄
市
と
な
る

現
在
の
保
木
野
地
区
は

八
十
七
世
帯
、
二
百
十
七
人

（令
和
三
年
十
月
一
日
現
在
）



6

《動画》生家の動画



7

七
歳
で
失
明

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

壬
申 ７

歳
で
失
明

七
歳
の
時
に
病
気
で
目
が
見
え
な
く

な
り
ま
し
た
。

当
時
の
病
気
治
療
法
は
、

①
僧
侶
に
お
経
を
読
ん
で
も
ら
う

②
修
験
者
に
加
持
祈
祷
し
て
も
ら
う

③
鍼
灸
や
按
摩
を
受
け
る

④
薬
草
（
漢
方
薬
）
を
飲
む

と
い
う
も
の
で
し
た
。



8

神
流
川
を
越
え
て
藤
岡
の
医
者

に
か
か
り
ま
し
た
が
治
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

桐
渕
家
眼
科
医

初
代

桐
淵
貞
山

七
八
歳
で
死
亡

寛
延
二
年
九
月
一
八
日
（
一
七
四
九
）

二
代
目

桐
渕
幸
助

宝
暦
九
年
七
月
一
八
日
没
（
一
七
五
九
）

三
代
目

桐
淵
安
兵
衛

安
永
五
年
三
月
二
日
没
（
一
七
七
七
）

か
ぞ
え
ど
し

誕
生

一
歳
（
数
え
年
）

え
ん
き
ょ
う

ひ
の
え
と
ら

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
丙
寅

一
七
五
一
～
一
七
五
三
年
な
の
で
、

二
代
目

桐
渕
幸
助
と
推
定



9

え
ん
き
ょ
う

ひ
の
え

と
ら

寅
之
助
（
延
享
三
年
、
丙
寅

一
七
四
六
）

か
ん
え
ん

つ
ち
の
え

た
つ

辰
之
助
（
寛
延
元
年
、
戊
辰

一
七
四
八
）

病
気
を
治
す
た
め
、

と
ら
の
す
け

た
つ
の
す
け

名
前
を
寅
之
助
か
ら
辰
之
助
に
改
名

池
田
村
（現
在
の
神
川
町
）の
修
験
者
、

し
ょ
う
が
く
ぼ
う

正
覚
房
の
子
供
と
言
う
こ
と
に
し
て
、

た
も
ん
ぼ
う

多
聞
房
と
改
名
し
ま
し
た
。

寅
之
助
と
い
う
名
前
は
年
回
り
が
悪

い
と
い
う
こ
と
で
、
病
気
を
治
す
た

め
二
年
遅
く
生
ま
れ
た
こ
と
に
し
て
、

辰
之
助
と
改
名
し
ま
し
た
。

７
歳
改
名

た
も
ん
ぼ
う

名
前
を
多
聞
房
に
改
名



10

暗
記
力
が
優
れ
て
い
た

保
己
一
の
記
憶
力
は
優
れ
て
い
て
、

近
く
の
寺
で
子
供
達
が
勉
強
し
て
い

る
様
子
を
聞
い
て
は
、
先
生
の
言
う

こ
と
を
全
て
記
憶
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。当

時
、
江
戸
で
は
『
太
平
記
』
を

暗
記
し
て
そ
れ
を
読
み
聞
か
せ
て
名

を
成
し
て
い
る
者
が
い
る
こ
と
を
聞

き
、
保
己
一
は
「
わ
ず
か
四
十
巻
の

本
を
暗
記
す
る
こ
と
で
妻
子
を
養
え

る
な
ら
、
自
分
に
も
不
可
能
な
こ
と

で
は
な
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
逸
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。



11

保
己
一
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
母
親

は
、
保
己
一
が
十
二
歳
の
時
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

せ
い
し
つ

み
ょ
う
れ
ん

た
い
し

墓
碑
の
「
清
室
妙
蓮
大
姉
」
か
ら
、
後
日
、

大
野
氏
が
『
少
年
塙
保
己
一
伝
』
で
、
親
し

み
を
も
て
る
よ
う
に
と
、
母
の
通
称
名
を

「
き
よ
」
と
命
名
し
、
そ
れ
以
来
「
き
よ
」

と
い
う
名
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

通
称
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
文
面

上
は
不
明
で
す
。

十
二
歳

母
親
が
死
亡

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

１
２
歳
母
親
死
亡



12《動画》１５歳江戸へ

十
五
歳

江
戸
へ

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
年
）
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そ
う
め
ん
箱

に
紐
を
付
け

て
背
負
っ
た

そ
の
後
は
物

入
れ
に
活
用

そ
ば
一
杯
が

十
六
文
の
時
代

銭
二
十
三
文
の
入
っ

た
巾
着
（財
布
）

御
宝
箱



14

保
己
一
は
、
江
戸
に
出
て
、
四
谷

あ
め
と
み

け
ん
ぎ
ょ
う

せ
ん
や

に
住
む
雨
富
検
校
の
も
と
で
、
千
弥

と
名
付
け
ら
れ
、
盲
人
の
修
行
を
始

め
ま
し
た
。

雨富検校に弟子入り

当
時
の
盲
人
の
職
業

①
音
曲

平
曲
（
平
家
琵
琶
）

三
曲
（
筝
、
地
唄
三
味
線
、
胡
弓
）

②
鍼
灸
、
按
摩

③
金
銭
貸
付
（
江
戸
幕
府
公
認
）



15

十
六
歳

悩
み
苦
し
む

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）

１６歳 悩み苦しむ

本
を
読
み
た
い
と
思
う
心
は
、
最
初

か
ら
の
考
え
な
の
で
、
按
摩
や
音
曲
な

ど
に
は
熱
が
入
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
師
匠
か
ら
言
わ
れ
れ
ば
按
摩

や
音
曲
を
練
習
す
る
が
、
暇
を
見
つ
け

て
は
本
を
読
む
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

江
戸
へ
出
て
か
ら
一
年
た
っ
た
時
、

絶
望
か
ら
江
戸
城
の
牛
ヶ
渕
で
自
殺
を

図
っ
た
が
思
い
と
ど
ま
っ
た
。



16
１６歳 ３年間は養う

当
初
よ
り
の
大
願
で
あ
る
「
学
問

を
し
た
い
」
旨
を
雨
富
検
校
に
打
ち

明
け
る
と
、

雨
富
検
校
は

「
弟
子
が
生
き
ら
れ
る
職
業
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
の
が
師
匠
の
役
割
だ
。

保
己
一
に
嫌
い
な
こ
と
を
強
制
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
盗
み
や
賭
け
事

の
他
は
、
何
で
も
気
持
ち
の
向
く
仕

事
を
見
つ
け
な
さ
い
。

こ
れ
か
ら
三
年
間
は
保
己
一
を
養
う
。

三
年
経
っ
て
も
仕
事
が
み
つ
か
ら
な

か
っ
た
ら
、
郷
里
の
保
木
野
に
帰
り

な
さ
い
」

と
言
っ
た
。



17

保
己
一
の
住
む
雨
富
検
校
の
家
の
隣

に
、
松
平
乗
尹
の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

お
り
べ
の
か
み

松
平
乗
尹
は
、
織
部
正
と
い
う
織

物
・
染
物
を
司
る
役
所
の
長
官
で
し
た
。

こ
の
人
は
勉
強
が
好
き
で
、
毎
日
声

を
出
し
て
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

保
己
一
が
勉
強
好
き
な
の
を
知
り
、

忙
し
い
仕
事
の
合
間
に
本
を
読
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

保
己
一
は
松
平
乗
尹
の
屋
敷
に
一
日

お
き
に
通
い
、
朝
四
時
か
ら
六
時
ま
で

本
を
読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
つ
だ
い
ら

の
り
た
だ

松
平

乗
尹

（隣
家
）



18

保己一の師

保
己
一
の
師

国
学
・
和
歌

は
ぎ
わ
ら

そ
う
こ

萩
原

宗
固

漢
学
・
神
道

か
わ
し
ま

た
か
し
げ

川
島
貴
林

律
令
（
法
律
）

や
ま
お
か

ま
つ
あ
け

山
岡
浚
明

中
国
の
古
い
医
学
書

と
う
ぜ
ん
じ

こ
う
し
ゅ
そ

東
禅
寺
孝
首
座



エピソード６怒らぬ誓い
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十
八
歳

衆
分
へ

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

十
八
歳
で
衆
分
に
な
り
、

保
木
野
一
と
改
名
し
た
。

「
無
官
の
と
き
は
春
・
了
・
清
・
弥

な
ど
を
名
前
に
用
い
る
が
、
衆
分
に

な
っ
て
郷
里
の
名
を
つ
け
る
こ
と
を

許
さ
れ
保
木
野
一
と
改
め
正
式
に

『
座
入
り
』
が
認
め
ら
れ
た
。｣



21

四
官

（
七
十
三
段
階
）

ざ
と
う

・
座
頭

一
度
、
二
度
、
三
度
、
四
度

一
～
三
度
の
通
称
は
衆
分
（
し
ゅ
う
ぶ
ん
）

こ
う
と
う

・
勾
当

過
銭
、
送
物
、
掛
司
、
立
寄
、

召
物
、
始
の
大
座
、
後
の
大
座

べ
っ
と
う

・
別
当

権
別
当
、
正
別
当

け
ん
ぎ
ょ
う

・
検
校

十
老

～

二
老
、

一
老
（
総
検
校
）

当
時
の
盲
人
の
階
級

当時の盲人の階級



エピソード２記憶力

お
お
す
み
の
か
み
さ
ね
か
ず
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二
十
一
歳

父
親
と
伊
勢
参
り

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

雨
富
検
校
は
、
病
弱
な
保
己
一
に
対

し
て
、
「
達
成
し
た
い
事
が
あ
っ
て
も
、

病
気
に
な
っ
て
は
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
病
人
で
も
、
旅
に
出
れ
ば
な

お
る
こ
と
も
あ
る
。
私
が
考
え
る
と
こ

ろ
、
保
己
一
の
病
気
も
、
旅
に
行
け
ば

治
る
と
思
う
。
私
が
五
両
（
今
の
お
金

で
五
十
万
円
）
を
与
え
る
か
ら
、
郷
里

の
父
親
と
一
緒
に
、
私
の
代
わ
り
に
伊

勢
神
宮
に
お
参
り
し
て
ほ
し
い
」
と

言
っ
た
。
「
代
参
」
と
言
い
ま
す
。

２１歳父親と伊勢参り



江
戸
時
代
に
は
、
伊
勢
神
宮
に
お
参
り

す
る
「
お
伊
勢
参
り
」
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

江
戸
か
ら
伊
勢
神
宮
ま
で
、
五
百
キ
ロ

近
く
あ
り
、
男
性
で
一
日
に
約
四
十
キ
ロ

位
歩
い
た
と
さ
れ
、
足
弱
の
女
性
も
二
十

五
キ
ロ
歩
い
た
。

片
道
十
五
～
二

十
日
間
程
度
か
か

り
、
物
見
遊
山
を

兼
ね
る
と
往
復
で

二
か
月
程
度
だ
っ

た
。

歌川広重「伊勢参宮 宮川の渡し」

【参
考
】
お
伊
勢
参
り



伊勢神宮 （外宮） 【参考】伊勢神宮（内宮）



【参
考
】
伊
勢
神
宮

い
せ
じ
ん
ぐ
う

伊
勢
神
宮
は
三
重
県
伊
勢
市
に
あ
り
ま
す
。

伊
勢
神
宮
に
は
、
太
陽
を
神
格
化
し
た

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
の
か
み

こ
う
た
い
じ
ん
ぐ
う

な
い
く
う

天
照
大
御
神
を
祀
る
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
と

と
よ
う
け
お
お
み
か
み

衣
食
住
の
守
り
神
で
あ
る
豊
受
大
御
神
を
祀

と
よ
う
け
た
い
じ
ん
ぐ
う

げ
く
う

る
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
の
二
つ
の
正
宮
が

あ
る
。

べ
つ
ぐ
う

せ
っ
し
ゃ

ま
っ
し
ゃ

広
義
に
は
、
別
宮
、
摂
社
、
末
社
、

し
ょ
か
ん
し
ゃ

所
管
社
を
含
め
た
、
合
計
百
二
十
五
の
社
宮

を
「
神
宮
」
と
総
称
す
る
。



【参考】吉野山の西行庵の写真

保
己
一
は
、
吉
野
山
で
花
を
楽
し
み
、

西
行
庵
で
、
花
見
の
人
と
交
流
し
、

和
歌
を
読
み
ま
し
た
。

『
盛
り
に
は

い
づ
れ
を
そ
れ
と

し
ら
く
も
の

か
か
る
も
匂
ふ

み
よ
し
の
の
花
』

吉野山
（奈良県吉野町）

西行庵
（西行法師が鎌倉
時代に3年間暮
した住居復元）



北
野
天
満
宮

保
己
一
は
、
京
都
の
北
野
天
満
宮

を
詣
で
た
時
、
菅
原
道
真
を
守
護
神

と
決
め
た
。

二
か
月
の
旅
行
を
終
え
戻
る
と
、

身
体
の
弱
か
っ
た
保
己
一
は
丈
夫
に

な
り
、
以
降
学
問
へ
の
集
中
力
が
高

ま
っ
た
。
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か
も
の
ま
ぶ
ち

二
十
四
歳

賀
茂
真
淵
の
門
へ

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

は
ぎ
わ
ら
そ
う
こ

萩
原
宗
固
の
薦
め
で
、
国
学
の
名
声
が
高

い
賀
茂
真
淵
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。

真
淵
に
就
い
た
期
間
は
わ
ず
か
半
年
で
は

あ
っ
た
が
、
師
か
ら
得
た
学
問
や
研
究
仲
間

は
生
涯
貴
重
な
財
産
と
な
っ
た
。

賀茂真淵



30

三
十
歳

勾
当
へ

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

保
己
一
の
学
業
は
、
日
を
追
っ
て
進

み
、
雨
富
検
校
も
お
お
い
に
喜
び
、
保

己
一
に
「
今
の
当
道
で
は
階
級
を
進
め

る
の
に
お
金
が
常
識
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
保
己
一
の
学
業
は
既
に
他
の
人
を

超
え
て
い
る
が
、
お
金
が
無
い
か
ら
階

級
が
あ
が
ら
な
い
。
保
己
一
の
た
め
に

百
両
を
貯
め
た
の
で
、
こ
の
お
金
で
昇

進
に
使
い
な
さ
い
。
」
と
言
っ
た
。

ま
た
、
友
人
か
ら
も
お
金
が
集
ま
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。



四
官

（
官
金
の
額
）

ざ
と
う

八
両

・
座
頭

↓

こ
う
と
う

一
六
四
両

・
勾
当

↓

べ
っ
と
う

二
八
二
両

・
別
当

↓

け
ん
ぎ
ょ
う

一
七
○
両

・
検
校

↓

九
五
両
（
総
検
校
ま
で
）

合
計

七
百
十
九
両
（
七
千
万
円
）

盲
人
の
階
級
と
官
金
の
額

【参考】盲人の階級と官金
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般若心経巻数帳

私
は
少
し
の
財
産
も
持
た
ず
に
勾
当

に
昇
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
満
宮
の

神
様
の
お
陰
で
、
「
般
若
心
経
」
を
毎

日
読
ん
だ
こ
と
に
よ
る
功
徳
（
効
力
）

だ
。こ

れ
か
ら
も
二
千
日
の
間
、
百
巻
ず

つ
読
ん
で
念
願
す
れ
ば
、
検
校
に
も
な

れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
私
個
人
の
計
画
に

す
ぎ
な
い
。

私
は
「
世
の
た
め
、
後
の
た
め
」
に

な
る
よ
う
、
人
々
に
役
立
つ
こ
と
を
し

た
い
。

勾
当
の
決
意
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三
十
歳

名
前
を
塙
保
己
一
に

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

安
永
四
年
、
勾
当
に
進
ん
だ
の
を
機

に
、
師
匠
・
雨
富
検
校
の
苗
字
を
も
ら

い
、
塙
姓
を
名
乗
り
、
名
も
保
己
一
と

改
め
た
。

保
己
一
は
荻
野
家
な
の
に
、
な
ぜ
塙

勾
当
や
塙
検
校
と
名
乗
っ
た
の
か
？

当
時
、
既
に
荻
野
検
校
（
琵
琶
法
師

の
平
家
物
語
を
編
纂
）
が
い
た
。

そ
こ
で
、
師
匠
（
雨
富
検
校
）
の
姓

「
塙
」
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。



【参
考
】
手
紙
の
文
字
は
？

油通
油
町(

と
お
り
あ
ぶ
ら
ち
ょ
う)



エピソード５判断力
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三
四
歳

群
書
類
従
の
作
成
を
決
意

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

三
四
歳
の
正
月
、
保
己
一
は
群

書
類
従
を
作
ろ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。当

時
の
本
は
、
手
書
き
の
写
本

が
多
か
っ
た
た
め
、
日
本
の
古

代
・
中
世
・
近
世
の
貴
重
な
歴
史

書
・
文
学
書
が
、
燃
え
た
り
虫
に

食
わ
れ
て
本
が
消
え
て
し
ま
う
こ

と
を
恐
れ
て
「
各
地
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
貴
重
な
本
を
集
め
て
、
国

学
を
勉
強
す
る
人
に
役
立
つ
よ
う

に
」
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で

す
。
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三
八
歳

検
校
と
な
る

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

天
明
三
年
の
三
月
、
思
い
が
け
ず
に

検
校
職
に
任
命
さ
れ
た
。

翌
年
、
雨
富
検
校
が
病
気
で
亡
く
な

る
前
に
、
「
貸
し
て
あ
る
金
が
あ
る
か

ら
、
死
後
は
保
己
一
に
権
利
を
譲
る
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
保
己
一
は
「
私

は
無
一
文
で
郷
里
か
ら
出
て
き
て
、
師

匠
の
お
陰
で
検
校
に
な
れ
ま
し
た
。
ま

だ
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
弟
子
達
に
与

え
て
く
だ
さ
い
」
と
返
事
を
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
人
は
、
み
ん
な
が
感
心

し
ま
し
た
。
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天
明
三
年
と
言
え
ば

「
天
明
」
と
聞
い
て
日
本
史
で
思
い

出
す
の
は
、
「
天
明
の
大
飢
饉
」
で
す
。

「
浅
間
山
の
噴
火
」
に
よ
り
「
鬼
押
し

出
し
」
の
よ
う
に
溶
岩
が
流
れ
出
し
、

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
地
方
で
は
火
山
灰
に
よ

る
日
照
不
足
の
冷
害
で
作
物
が
育
た
ず
、

二
万
人
の
餓
死
者
が
出
る
大
飢
饉
に
な

り
ま
し
た
。
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ラ
キ
火
山
が
大
噴
火
）

保
己
一
は
、
保
木
野
の
稲
荷
神
社
に

日
本
刀
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
検
校
に

な
っ
た
祈
願
成
就
で
用
意
し
ま
し
た
が
、

浅
間
山
噴
火
の
鎮
魂
も
祈
っ
た
の
か
。



児
玉
で
も
天
明
三
年
に
は

百体観音さざえ堂

同
じ
時
期
に
、
本
庄
市
児
玉
町
の
百
体

観
音
さ
ざ
え
堂
も
鎮
魂
目
的
に
建
造
さ

れ
て
い
ま
す
。
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四
十
歳

立
原
翠
軒
と
交
流

た
ち
は
ら
す
い
け
ん

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
立
原
翠
軒

に
出
会
い
、
「
参
考
源
平
盛
衰
記
」
の

校
訂
を
依
頼
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
水
戸
藩
と
関
わ
り
を
持

ち
、
後
に
、
水
戸
光
圀
公
が
始
め
た

「
大
日
本
史
」
の
編
纂
に
関
わ
る
。

水
戸
藩
士
。

学
者
と
し
て
仕
官
。
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立
原
翠
軒
は
、
水
戸
藩
内
の
学
者
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
、
水
戸
光
圀
公

（
諸
国
漫
遊
は
し
て
い
な
か
っ
た
）
が

始
め
た
、
水
戸
藩
の
「
大
日
本
史
」

（
歴
代
天
皇
の
歴
史
書
）
の
編
纂
に
保

己
一
を
推
薦
し
た
。



水
戸
藩
士
は

「
大
日
本
史
は
、
水
戸
光
圀
公
が
始
め

た
も
の
で
、
水
戸
藩
士
が
自
信
を
持
っ

て
研
究
し
て
い
る
。

他
藩
の
者
、
ま
し
て
目
の
見
え
な
い
者

が
従
事
す
る
の
は
我
々
の
恥
だ
」

と
大
反
対
。

立
原
翠
軒
は

「
そ
の
人
が
盲
目
な
の
は
単
な
る
病
気

で
す
。
普
通
の
盲
人
は
音
曲
や
按
摩
だ

が
、
塙
は
文
学
を
業
と
し
、
業
績
も
多

い
。役

に
立
た
な
か
っ
た
ら
、
私
が
責
任

を
負
う
」
と
言
い
、
研
究
に
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

42
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保
己
一
の
実
力
が
認
め
ら
れ
、
御
三

家
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

水
戸
家

寛
政

元
年
（
一
七
八
九
）

尾
張
家

寛
政

十
年
（
一
七
九
八
）

紀
州
家

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

御
三
家
に
出
入
り
で
き
る
有
名
な
検

校
と
い
う
こ
と
で
「
我
が
家
の
本
を
読

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
協
力
的
に
な
り
、

群
書
類
従
の
研
究
に
、
非
常
に
役
立
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。



エピソード３無欲

は
る
も
り
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四
一
歳

群
書
類
従
の
宣
伝
開
始

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

四一歳 群書類従の宣伝開始



右
之
書
次
第
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
望
の
者
多
く

有
之
候
巻
、
去
々
月
よ
り
一
二
冊
づ
ゝ
開
版

仕
候
、
い
づ
れ
の
部
に
て
も
御
好
に
任
せ
候

間
、

御
懇
望
の
方
は
、
当
六
月
廿
五
日
よ
り
十
月

六
日
迄
に
、
土
手
四
番
町
塙
検
校
宅
え
可
被

仰
遣
候
、

猥
に
開
版
不
然
も
の
も
御
座
候
に
付
、
摺
た

て
弐
百
部
を
限
り
候
間
、
其
後
は
御
断
申
候
、

料
は

今
物
語
の
通
の
紙
仕
立
に
て
、

紙
十
枚

六
分
二
リ
ン
、

仕
立

四
分
五
リ
ン

い
ち
わ
い
ち
げ
ん

に
御
座
候
、

（大
田
南
畝
の
『一
話
一
言
』）

予
約
販
売

宣
伝
文
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《動画》群書類従



48版木作成

版
木
の
作
成

多
く
の
職
人
の
手
を
経
て
刊
行
に
至
る

（１）二層紙に書く

（２）版木に彫る

（３）刷る

（４）製本
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50《動画》借金の動画
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結
果
は
、
膨
大
な
借
金

利
益
を
度
外
視
し
て
群
書
類
従

を
制
作･

販
売
し
た
た
め
、
保
己
一

の
死
後
に
は
、
多
額
の
借
金
が
あ

り
ま
し
た
。



52

（
塙
記
念
館
所
蔵
文
書
）

千
五
百
両
の
借
用
証
書
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一
両

＝

約
十
万
円
相
当

積
算
根
拠

群
書
類
従
の
販
売
価
格

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

四
八
両
一
分
ニ
朱
四
匁
四
分
四
厘

平
成
（
生
誕
ニ
五
〇
年
記
念
）

五
ニ
四
万
円

一
億
五
千
万
円
の
借
金

（
「
『
群
書
類
従
』
版
木
と
刷
立
出
版
事
業
」
斉
藤
政
雄
）

2022/12/11

53

千
五
百
両
の
借
金

千五百両の借金
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「
な
に
わ
人
物
伝
～
光
彩
を
放
つ
～
草
間
直
方
」
三
善
貞
司

無
利
息
の
百
年
返
済

【参考】無利息の百
年賦

保
己
一
の
借
金
千
五
百
両
を
息
子
の

は
な
わ
じ
ろ
う
た
だ
と
み

塙
次
郎
忠
宝
に
書
き
換
え
た
が
、
無
利

息
で
百
年
返
済
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

こ
う
の
い
け

い
す
け

く
さ
ま

な
お
か
た

貸
し
主
は
、
鴻
池
伊
助
（
草
間
直
方
）

だ
っ
た
。
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時
代
背
景

（
１
）

第
八
代
将
軍

徳
川
吉
宗
は
、

紀
州
藩
主
時
代
の
藩
政
を
幕
政

に
反
映
さ
せ
、
増
税
と
質
素
倹

約
に
よ
る
幕
政
改
革
、
新
田
開

発
な
ど
公
共
政
策
、
公
事
方
御

定
書
の
制
定
、
市
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
た
め
の
目
安
箱
の

設
置
な
ど
の

享
保
の
改
革

を

実
行
し
た
。
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時
代
背
景

（
２
）

た
ぬ
ま
お
き
つ
ぐ

田
沼
意
次
は
、
安
永
八
年

（
一
七
七
九
年
）
に
政
権
を
握
り
、

商
業
資
本
を
重
視
し
た
産
業
振
興

で
幕
府
の
財
政
を
好
転
し
た
。

し
か
し
、
都
市
が
繁
栄
す
れ
ば
、

農
村
は
荒
廃
す
る
。

更
に
、
天
明
の
飢
饉
に
よ
り
、
農

村
で
は
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
が
続

発
し
た
。

田
沼
意
次

三
十
歳
頃

牧
之
原
市
相
良
史
料
館
蔵
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松
平
定
信
は
、
徳
川
吉
宗
の
孫
で
、

次
期
将
軍
候
補
だ
っ
た
が
、
倹
約
倹
約

と
う
る
さ
く
て
田
沼
意
次
に
嫌
わ
れ
、

白
河
藩
に
婿
入
り
さ
せ
ら
れ
た
。

松
平
定
信
は
、
白
河
藩
主
と
し
て
率

先
し
て
倹
約
に
努
め
、
領
民
に
対
す
る

食
料
救
済
措
置
で
飢
饉
対
策
に
成
功
。

松
平
定
信
は
、
田
沼
意
次
を
失
脚
さ

せ
て
老
中
と
な
り
、
幕
府
の
改
革
に
と

り
く
む
。↓

 ↓
 ↓

か
ん
せ
い
の
か
い
か
く

寛
政
三
年
（
一
七
八
七
）
寛
政
の
改
革

時
代
背
景
（
３
）

松平定信
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寛
政
の
改
革
（
か
ん
せ
い
の
か
い
か
く
）

寛
政
の
改
革
は
、
江
戸
時
代
に

松
平
定
信
が
老
中
在
任
中
の
一
七

八
七
年
か
ら
一
七
九
三
年
に
主
導

し
て
行
わ
れ
た
幕
政
改
革
で
す
。

徳
川
吉
宗
の
「
享
保
の
改
革
」

を
理
想
と
し
た
緊
縮
財
政
、
風
紀

取
締
り
に
よ
る
幕
府
財
政
の
安
定

化
を
目
指
し
た
。

寛
政
異
学
の
禁
（
い
が
く
の
き
ん
）

儒
教
の
朱
子
学
を
幕
府
承
認
の

学
問
と
定
め
、
聖
堂
学
問
所
を
官

立
の
昌
平
坂
学
問
所
と
改
め
た
。

各
般
の
学
問
所
で
も
、
国
学
の

講
義
は
な
く
な
っ
た
。

時
代
背
景
（
４
）
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四
八
歳

和
学
講
談
所
の
開
設

寛
政
五
年
（一
七
九
三
）

塙
保
己
一
先
生
は
、
寛
政
五
年

に
、
和
学
の
研
究
や
教
育
を
す
る

和
学
講
談
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

儒
教
の
朱
子
学
を
教
え
る
官
立

の
昌
平
坂
学
問
所
に
対
し
、
国
学

を
教
え
る
和
学
講
談
所
は
私
立
学

校
で
し
た
。

こ
の
和
学
講
談
所
で
は
、
群
書

類
従
の
制
作
も
行
い
ま
し
た
。
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【
参
考
】

和
学
講
談
所
の
指
導
者

（
１
）
塙

保
己
一

（
２
）
会

頭な
さ

く
ざ
え
も
ん

か
つ
よ
し

奈
左

九
左
衛
門

勝
皐

や
し
ろ

た
ろ
う

ひ
ろ
か
た

屋
代

太
郎

弘
賢

よ
こ
た

ま
ご
べ
え

し
げ
つ
ぐ

横
田

孫
兵
衛

茂
語

ま
つ
お
か

へ
い
じ
ろ
う

と
き
か
た

松
岡

平
次
郎

辰
方

（
３
）
頭

取

し
ゅ
つ
や
く

（
４
）
出

役

（
５
）
稽
古
人
世
話
心
得

（
６
）
稽
古
人
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2022/12/11

63

塙
保
己
一
記
念
館
文
書

講
義
内
容

講義内容

当
時
は
「
寛
政
の
改
革
」
で
中
国

の
儒
教
（
朱
子
学
）
が
奨
励
さ
れ
て

い
た
た
め
、
和
学
を
学
べ
る
こ
と
は

貴
重
な
も
の
で
し
た
。

講
義
内
容
は
、
歴
史
（
古
事
記
・

り
っ
こ
く
し

あ
ず
ま
か
が
み

六
国
史
・
東
鑑
）
、

文
学
（
万
葉
集
・

源
氏
物
語
）
、
法

律
（
律
・
令
義
解
）

和
歌
な
ど
で
し
た
。
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場
所
は

江
戸
の
表
六
番
町

文
化
二
年

裏
六
番
町
に
表
六
番
町
へ

現
在
の
千
代
田
区
三
番
町
二
四

（
靖
国
神
社
の
近
く
で
す
）

東
武

高
井
蘭
山
図
之

元
禄
九
年

旧
板

萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

改
正

和
学
講
談
所
の
地
図
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66《動画》和学講談所のビデオ映像
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68エピソード９保己一の人物
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川
柳
で
は

番
町
に

過
ぎ
た
る
も
の
は

二
つ
あ
り

佐
野
の
桜
と

塙
検
校

番
町
は
、
東
京
都
千
代
田
区
の
西
部
。

江
戸
時
代
は
小
禄
の
旗
本
や
大
番
衆
（警
護
）

の
屋
敷
地
。

桜
は
佐
野
善
左
衛
門
の
屋
敷
の
し
だ
れ
桜
。

屋
敷
跡
は
大
妻
女
子
大
学
に
な
っ
て
い
ま
す
。

番
町
で

目
あ
き
目
く
ら
に
道
を
聞
き

こ
の
頃
、
武
家
は
表
札
を
出
す
習
慣
が
無
く
、

番
町
は
迷
路
で
し
た
。

ま
た
「道
」に
は
、
学
問
の
道
と
い
う
意
味
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

注
：
「
目
く
ら
」
は
放
送
禁
止
用
語
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
の
川
柳
を
紹
介
す
る
た
め
に

表
示
し
ま
し
た
。
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塙
保
己
一
の
人
物
像

塙
先
生
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物

は
数
少
な
い
で
す
。

な
か
や
ま

の
ぶ
な

弟
子
の
中
山
信
名
が
書
い
た

「
温
故
堂
塙
先
生
伝
」

は
ぎ
の

の
ぶ
と
し

松
江
藩
士
の
萩
野
信
敏
が
書
い
た

「
塙
勾
当
伝
」

は
な
わ
じ
ろ
う

た
だ
と
み

そ
し
て

息
子
の
塙
次
郎
忠
宝
が
書

さ
き
の

い
た
「
塙
先
総
検
校
年
賦
」

の
三
つ
の
伝
記
が
あ
り
ま
す
。
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森
観
斎
の
描
く
保
己
一
肖
像

先
生
常
に
倹
素
に
し
て
美
食
を
好
ま
ず
、

殊
に
甚
だ
酒
を
憎
め
り
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昔
は
国
語
の
教
科
書
に
も

国語の教科書１



【
参
考
】国
語
の
教
科
書

塙
保
己
一
先
生
は
盲
目
で
す
が
、
学

問
が
好
き
で
、
い
つ
も
他
人
に
本
を
読

ん
で
も
ら
い
、
そ
の
本
は
全
て
暗
記
し

ま
し
た
。
あ
る
夜
、
先
生
が
講
義
し
て

い
る
と
、
風
が
吹
い
て
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯

り
が
消
え
ま
し
た
。
生
徒
達
は
「
先
生
、

灯
り
が
消
え
た
の
で
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
保
己

一
先
生
は
笑
っ
て
「
さ
て
さ
て
目
あ
き

は
不
自
由
な
も
の
で
す
ね
」
と
笑
っ
た

そ
う
で
す
。
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七
〇
歳
・
将
軍
お
目
見
え

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）塙保己一記念館 蔵

第１１代将軍
とくがわ いえなり

徳川家斉
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四
月
二
十
七
日
、

若
年
寄
植
村
駿
河
守
家
長
よ
り
二
十
八
日

将
軍
お
目
見
え
を
伝
え
ら
れ
る
。

四
月
二
十
八
日
、

十
一
代
将
軍
家
斉
へ
の
お
目
見
え
。

「
総
検
校
に
な
っ
て
か
ら
御
目
見
を
仰
付

け
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
総
検
校
と
し
て
の

も
の
で
あ
る
。
検
校
と
し
て
の
御
目
見
で

な
く
、
和
学
者
と
し
て
の
御
目
見
を
仰
付

け
ら
れ
た
い
と
い
う
の
が
願
で
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
和
学
を
心
掛
け
る
人
々
の
励
み

に
も
な
る
こ
と
で
あ
る
。
」

七
月
、
御
目
見
医
師
の
待
遇

と
す
る
む
ね
通
達
を
受
け
る
。

和
学
者
と
し
て
の
お
目
見
え
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七
四
歳

群
書
類
従
完
成

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

「
群
書
類
従
」
六
百
六
十
六
冊
刊
行
完
了



エピソード１記憶力
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七
六
歳

総
検
校文

政
四
年
（
一
八
二
一
）

二
月

京
都
所
司
代
松
平
和
泉
守
乗
寛

か
ら
総
検
校
跡
目
相
続
の
申
し
渡

五
月

将
軍
お
目
見
え
、
金
二
枚
、
時

服
二
領
と
を
受
け
る
。

八
月

十
八
日
、
上
京
（
京
都
）
す
べ

き
と
こ
ろ
病
に
倒
れ
、
江
戸
に
止

ま
る
。

八
月

二
十
三
日
、
総
検
校
辞
職
願
。

九
月

十
二
日

逝
去

翌
年

四
谷
西
念
寺
横
町
安
楽
寺
に

葬
ら
れ
る
。
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温
故
学
会
蔵

総
検
校
正
装
の
保
己
一
像

総検校正装の保己一像
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そ
の
後
「
和
学
講
談
所
」
の
資
料
は
、

「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
」
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

和
学
講
談
所
は
、
七
十
六
年
間
で
閉
鎖和学講談所は閉

鎖

江
戸
幕
府
の
崩
壊
に
伴
い
、
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
六
月
二
十
日
、
和
学

講
談
所
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

（
後
日
、
改
元
さ
れ
明
治
元
年
と
さ
れ
ま
し
た
）
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現
在
は

愛
染
院
の
墓
地
に

最
初
は
四
谷
西
念
寺
横
町
安
楽
寺
に

埋
葬
さ
れ
ま
し
た
が
、
区
画
整
理
に
よ

り
、
明
治
三
十
年
に
安
楽
寺
が
廃
寺
と

な
り
、
四
谷
寺
町
二
十
二
番
地
愛
染
院

光
明
寺
に
改
葬
さ
れ
ま
し
た
。

「
前
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
墓
」
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明
治
十
九
年

保
木
野
に
も
墓

和
学
院
殿
心
眼
智
光
大
居
士
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保
己
一
の
後
継
者

塙
次
郎
忠
宝
は
暗
殺
さ
れ
る

塙
次
郎
忠
宝
が

文
久
二
年
壬
戌
（
一
八
六

二
）
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
書
が
記
念
館
に
あ

る
。

塙
保
己
一
記
念
館
蔵
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文
久
二
年
壬
戌
（
一
八
六
二
）
一
二

月
二
二
日
、
塙
次
郎
忠
宝
は
麹
町
三
丁

目
の
自
宅
近
く
で
浪
士
に
よ
り
暗
殺

若き日の伊藤博文

こ
の
時
の
浪
士
の
二
人
は
、
若
き
伊
藤

博
文
と
山
尾
庸
三
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
は
、
ず
っ
と
の
ち
の
こ
と

で
あ
る
。

保
己
一
検
校
の
百
年
祭
と
塙
次
郎
忠
宝

の
六
〇
年
祭
が
行
わ
れ
た
大
正
一
二
年
六

月
一
二
日
、
子
爵
渋
沢
栄
一
に
よ
っ
て
公

表
さ
れ
皆
を
驚
か
せ
た
。

（
「
塙
保
己
一
の
生
涯
」
花
井
泰
子
著
）

暗殺者は
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山
口
県
の
百
姓

林
十
蔵
、
琴
子
の
長
男
。

家
が
貧
し
く
十
ニ
歳
か
ら
奉
公
に
出
る

が
、
父
が
萩
藩
の
中
間
の
養
子
と
な
り
、

下
級
武
士
の
身
分
を
得
て
、
伊
藤
姓
を
名

乗
る
。

吉
田
松
陰
松
下
村
塾
に
学
び
、
尊
王
攘

夷
運
動
京
都
市
内
で
の
テ
ロ
行
動
（
市
中

放
火
・
暗
殺
・
誘
拐
に
よ
る
人
心
攪
乱
）

を
決
行
。

倒
幕
運
動
に
加
わ
り
、
文
久
ニ
年
、
イ

ギ
リ
ス
公
館
焼
き
討
ち
に
参
加
。
ま
た
、

江
戸
幕
府
方
と
さ
れ
た
塙
次
郎
・
加
藤
甲

次
郎
の
暗
殺
に
加
わ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に

渡
航
し
、
帰
国
後
に
革
新
派
に
加
わ
る
。

維
新
後
は
明
治
憲
法
の
起
草
に
関
わ
り
、

初
代
・
第
五
代
・
第
七
代
・
第
十
代
の
内

閣
総
理
大
臣
に
な
る
。

暗
殺
者

伊
藤
博
文
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暗
殺
者

山
尾
庸
三

山
口
県
吉
敷
郡
ニ
島
村
（
現
・
山
口
市
秋
穂

ニ
島
）
出
身
。
長
州
藩
士
の
次
男
。
子
爵
。

江
戸
で
航
海
術
を
学
ん
だ
後
、
密
航
、
ロ
ン

ド
ン
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
五
年
過
ご
し
、
一
八
六

八
年
帰
国
。

明
治
新
政
府
で
は
工
部
権
大
丞
・
工
部
少
補
、

大
輔
、
工
部
卿
、
法
制
局
長
官
な
ど
。
工
部
省

で
は
人
材
教
育
の
必
要
性
を
説
き
、
工
部
大
学

校
（
現
東
京
大
学
工
学
部
）
の
設
立
を
果
た
す
。

明
治

四
年

盲
亜
学
校
設
立
建
白
書
を
太
政
官
へ
提
出

明
治

九
年

東
京
・築
地
に
訓
盲
院
を
設
置
。
身
体
障
害

者
教
育
の
面
で
も
先
覚
者
だ
っ
た
。

明
治
十
八
年

訓
盲
亜
院
直
轄
願
を
文
部
省
へ
提
出
、

翌
月
訓
盲
亜
院
は
官
立
と
な
る
。
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没
後
百
年
祭
記
念
碑
（保
木
野
）

記
念
碑
題
字

渋
沢
栄
一

百
年
祭

大
正
十
年
十
一
月
十
二
日

百
年
祭
記
念
碑

大
正
十
一
年
九
月
十
二
日

題
額
・撰

大
正
十
二
年
四
月
十
二
日

建
碑
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塙
先
生
百
年
祭
記
念
碑

渋
沢
栄
一

題
額

芳
賀
矢
一

撰

坂
正
臣

書

伊
藤
仁
作

刻

贈
正
四
位
塙
保
己
一
先
生
は
東
西
に
例
な
き

偉
人
な
り
、
こ
の
村
よ
り
か
く
の
如
き
偉
人

を
出
し
ゝ
は
、
真
に
こ
の
村
又
こ
の
郡
の
名

誉
と
い
ふ
可
し
、
大
正
十
年
は
こ
の
偉
人
の

没
後
一
百
年
に
当
れ
る
を
以
て
郡
の
有
志
相

謀
り
て
遺
蹟
保
存
会
を
組
織
し
記
念
祭
典
を

行
ひ
、
尚
あ
ま
ね
く
全
国
の
賛
同
を
仰
ぎ
て

記
念
館
を
建
設
し
、
又
こ
の
碑
を
も
立
つ
る

こ
と
と
な
せ
り
、
（
後
略
）
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大
正
十
年
六
月
十
二
日
、

百
年
祭
の
渋
沢
栄
一
挨
拶
文

本
日
紳
士
并
に
淑
女
の
御
賛
同
を
得
て

此
の
祭
典
を
執
行
し
得
る
こ
ゝ
な
り
た

る
は
寔
に
感
謝
措
く
こ
と
能
は
ざ
る
所

な
り
、
今
回
更
に
百
年
祭
を
営
み
て

益
々
故
検
校
の
遺
徳
を
表
彰
し
得
た
る

は
発
起
人
一
同
深
く
謝
す
る
所
な
り
。

余
は
故
検
校
と
均
し
く
埼
玉
県
出
身
の

も
の
た
り
。
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保木野の墓は「塙保己一公園」に移転しました

墓 没後百年祭記念碑
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